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森吉山麓たなばた火まつり�

　
旧
盆
の
七
夕
行
事
「
第
22
回
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り
（
池
田
文
明

実
行
委
員
長
）
」
が
８
月
７
日
、
阿
仁
前
田
・
河
川
公
園
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
、
地
区
内
外
か
ら
訪
れ
た
見
物
客
が
、
郷
土
芸
能
や
絵
灯
篭
大
行
列
、

火
文
字
や
花
火
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
こ
の
行
事
は
、前
田
地
区
で
集
落
単
位

で
行
わ
れ
て
い
た
七
夕
行
事
を
一
堂
に
集

め
、地
区
の
活
性
化
と
伝
統
芸
能
継
承
を

目
的
に
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
と
し
て
盛
り
上

げ
よ
う
と
始
ま
っ
た
も
の
。開
催
に
あ
た

っ
て
は
、前
田
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織「
森
吉
山
麓
村
お
こ
し
会（
池
田
文
明
会

長
）」が
地
域
住
民
の
協
力
の
も
と
で
企
画

か
ら
運
営
ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
。 �

　
ま
た
、今
回
は
昨
年
の
豪
雨
災
害
の
際

に
、地
域
の
復
旧
を
支
援
し
て
い
た
だ
い

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
火
ま
つ
り
に
招

待
。こ
の
日
は
、９
団
体
40
名
が
参
加
し
ま

し
た
。災
害
時
の
惨
状
を
知
っ
て
い
る
招

待
者
ら
は
、活
気
あ
る
地
域
が
戻
り
、笑
顔

で
祭
り
を
楽
し
む
住
民
た
ち
の
姿
を
喜
び

な
が
ら
夏
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 �

　
午
後
４
時
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は

２
部
構
成
。第
１
部「
た
な
ば
た
ま
つ
り
」

は
前
田
小
学
校
児
童
に
よ
る
ロ
ッ
ク
・
ソ
ー

ラ
ン
で
ス
タ
ー
ト
し
、五
味
堀
餅
搗
き
踊

り
や
、た
な
ば
た
踊
り
、県
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
阿
仁
前
田
獅
子
踊

り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。日
が
沈
み
、

あ
た
り
が
夕
闇
に
包
ま
れ
た
午
後
７
時
に

は
、祖
先
の
供
養
と
豊
作
や
家
内
安
全
な

ど
地
域
の
願
い
を
込
め
て
作
ら
れ
た
各
地

区
の
絵
灯
篭
大
行
列
が
内
陸
線
阿
仁
前
田

駅
前
を
出
発
、集
落
内
を
お
囃
子
に
合
わ

せ
て
練
り
歩
き
ま
し
た
。�

 

午
後
８
時
か
ら
行
わ
れ
た
開
会
セ
レ
モ

ニ
ー
で
池
田
委
員
長
は「
今
年
の
火
ま
つ

り
は
、人
と
人
の
つ
な
が
り「
絆
」を
テ
ー

マ
に「
復
興
・
絆
・
感
謝
・
発
展
」の
特
別
な

思
い
を
込
め
て
ス
タ
ッ
フ
一
同
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。ご
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。�

　
対
岸
の
河
川
敷
に
は
森
吉
山
の
形
を
か

た
ど
っ
た
炎
の
ラ
イ
ン
や「
よ
う
こ
そ
北

秋
田
へ
」「
森
吉
山
火
ま
つ
り
」「
天
の
川
」

「
絆
」な
ど
の
火
文
字
が
浮
か
び
上
が
り
、

阿
仁
川
の
川
面
が
幻
想
的
に
赤
く
照
ら
し

出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
後
、火
祭
太
鼓
の
演
奏
で
会
場
が

を
盛
り
上
が
る
な
か
、割
物
や
ス
タ
ー
マ

イ
ン
な
ど
の
花
火
が
次
々
に
打
ち
上
げ
ら

れ
た
ほ
か
、ス
キ
ー
ヤ
ー
が
滑
降
す
る
姿

や
あ
き
た
北
空
港
を
飛
び
立
つ
飛
行
機
、

三
階
の
滝
な
ど
を
炎
と
仕
掛
花
火
で
演
出

し
、会
場
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。�

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、全
長
１
４
５
・
４
ｍ

（
森
吉
山
の
標
高
の
10
分
の
１
）も
の
大
ナ

イ
ア
ガ
ラ
と
超
特
大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
華

や
か
に
火
ま
つ
り
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。�

第
22
回
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り�

前
田
小
学
校
児
童
の�

ロ
ッ
ク
・
ソ
ー
ラ
ン

▼

各
集
落
で
制
作
し
た
９
台
が

巡
行
し
た
絵
灯
篭
大
行
列

▼

▲幻想的な火文字と花火で
　観客を魅了

き
ず
な�
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家電４品目はリサイクル�

家電４品目はリサイクル�家電４品目はリサイクル�家電４品目はリサイクル�テレビ・エアコン�
冷蔵庫・洗濯機�

　平成13年４月から「家電リサイクル法」が施行され、家電４品目（テレビ・エ

アコン・冷蔵（凍）庫・洗濯機）はリサイクル家電とされています。処理するには、

その家電製品の製造メーカーを把握する必要があり、リサイクル料金がかかります。�

方法その１�

「小売店等（電気屋さん）に引き取りを依頼する」�

小売店等は家電４品目を新しいものに買い換える際や過去

に販売したものの処分を依頼された場合に収集することが

できます。その際に「リサイクル料金」と「収集運搬料金」

を合わせた料金を支払うことになります。料金については

依頼する小売店等へお問い合わせください。�

方法その２�

「直接引取場所へ搬入する」�

直接引取場所へ搬入することができます。ただし、製造メー

カーによって搬入場所が異なりますので、下の表を参照し

てください。なお、搬入の際は、リサイクル券が必要となり

ます。リサイクル券は引取所または郵便局で購入できます。�

Ａグループ（パナソニック・ナショナル・東芝・ビクターなど）�

　（株）秋田鋼業　a62-3445（北秋田市綴子字蟹子沢97）�

Ｂグループ（日立・三菱・三洋・シャープ・ソニー・富士通ゼネ

ラルなど）　　�

　エコリサイクル　a0186-47-1001�

　（大館市花岡町字堂屋敷30－２）�

方法その３�

「収集運搬を許可業者へ依頼する」�

収集運搬業者に引取を依頼することがで

きます。収集運搬許可業者については、

生活環境課まで問い合わせください。�

《リサイクル料金表》�

　　品　目　　　 テレビ　 　冷蔵庫　 　洗濯機　　エアコン�

リサイクル料金　2,835円　4,830円　2,520円　3,150円�

家電４品目の排出方法　フローチャート　スタート!!

家電４品目を処理したい!!

収集運搬も�
お願いしたい�

ごみの不法投棄は絶対にやめましょう�

ごみの不法投棄は法律で禁止されており、不法投棄した場

合５年以下の懲役又は1000万円以下の罰金に処せられます。

私有地、敷地内に放置しても不法投棄になります。�

ない�

ある�

《お問い合わせ》�

○市役所生活環境課　a62-1110�

○家電リサイクルセンター�

　　　　　　　　　a018-863-3026

新しいものを�

買う予定は？�

その家電を買った�
ところに引き取り�
をお願いしますか？�

引き取り所まで�

運搬できますか？�

いいえ�

いいえ�

はい�

はい�

ど
こ
か
ら
買
っ
た
か
忘
れ
た
。�

ま
た
は
、
引
き
取
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た�


